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税についての作文・税の標語
　　　　　　市内中学生の受賞者……2面
市長への手紙……………………… 3・4面
中央公民館 成人趣味教養講座………5面
うまかんべぇ～祭 ステージ団体募集… …6面
消防団員表彰………………………………7面
ちょこっと共済にご加入ください………8面

平成30年４月から変わります

国民健康保険制度
区市町村ごとに運営

要チェック
ポイント！

都道府県が財政運営の責任主体として
中心的な役割を担うことで、
国民健康保険制度の安定化が図られます！

平成 30 年 4 月から、国民健康保険制度が
変わり、都道府県が区市町村とともに、国
民健康保険の保険者となります。
そこで、今号では、国民健康保険の制度改
革について、ご紹介します。
▷問合せ　保険年金課・内線 1024 まで。

道路に積もった雪が凍結すると危険です。雪が降った時は、自宅や店舗前の雪かきにご協力ください／問合せ　土木課・内線 1211

　

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

な
ど
介
護
予
防
に
役
立
つ
活
動

に
１
回
参
加
す
る
と
１
ポ
イ
ン

ト
が
も
ら
え
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
配
布
さ
れ
た
手
帳
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。
所

定
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
景

品
と
交
換
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

介
護
予
防
に
取
り

組
も
う
と
す
る
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
市
内
在
住
の
方
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
ポ
イ
ン
ト
が
つ
く
介
護
予
防

活
動
の
一
覧
表　

東
大
和
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
大
和
市
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
手
帳
の

配
布
場
所　

東
大
和
市
社
会
福

東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う

　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
事
業

市長と語ろう会（タウンミーティング）
「緑と水のネットワークづくりについて」

　市民の皆さんと市長が直接語り合う「市長と語ろう会」（タウンミー
ティング）を実施します。今回のテーマは「緑と水のネットワークづ
くりについて」がテーマです。事前申込みは不要です。多くの方の参
加をお待ちしています。

日時 場所

第１回 1 月 27 日㈯
午前 10 時～ 11 時 30 分

市役所会議棟
第 1・2 会議室

第 2 回 1 月 31 日㈬
午後 7 時～ 8 時 30 分

市役所会議棟
第 6・7 会議室

※手話通訳を希望する方は、１月 24 日㈬までに、ファクス（042-
563-5930）でお申し込みください。なお、受信確認のファクスを
返信するため、お申込みに際しては、連絡先のファクス番号をご記
入ください。	 ▷問合せ　都市計画課・内線 1254 まで。

祉
協
議
会
、
高
齢
介
護
課
、
介

護
予
防
活
動
の
会
場

※
手
帳
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▽
景
品　

30
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に

次
の
景
品
の
い
ず
れ
か
１
つ
と
交

換
で
き
ま
す
（
同
一
年
度
内
の
交

換
の
上
限
は
90
ポ
イ
ン
ト
）。

◦
や
ま
と
カ
ー
ド
（
ゴ
ー
ル

カ
ー
ド
）

◦
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ

◦
共
同
作
業
所
連
絡
会
加
盟
作

業
所
の
製
品

※
平
成
29
年
度
に
限
り
10
ポ
イ

ン
ト
で
も
交
換
で
き
ま
す
。

▽
景
品
の
交
換　

東
大
和
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
、
２
月
１
日

㈭
～
３
月
30
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）
の
間
に
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
042
―
564
―
０
０
１
２へ。

現在

４月
から

加入者の年齢層が高く、医療費水準が高い等の構造的な
課題があり、区市町村によっては、医療費が急増する等
により、財政運営が不安定になるリスクを抱えています。

課 題

⇩

◦区市町村ごとに、国民健康保険事業
費納付金（区市町村が東京都に納め
る納付金で、東京都では、この納付
金を保険給付等の費用に充てます）
の額を算定します。

◦区市町村ごとに、標準保険料率（納付
金を納めるために必要とされる保険料
率です）を算定します。

◦医療費等の保険給付に
必要な費用を区市町村に
対して全額支払います。
◦国民健康保険運営方針

を策定し、事務の効率
化等を推進します。

◦国民健康保険事業費納付金を東京都に
納付します。

◦標準保険料率等を参考に国民健康保険
税率を決定し、国民健康保険税の賦課
及び徴収を行います。

◦保険給付の決定、
支給を行います。

◦国民健康保険の
資 格 を 管 理 し、
被保険者証等を
発行します。

東京都の役割 市の役割 ＜４月からの国民健康保険制度＞

A 区

B 町

東大和市

東京都東京都が区市町村ごとに算定
した国民健康保険事業費納付
金を区市町村が納付する 運営方針の策定

（都内の統一的方針）

保険給付に必要な費
用を、全額、区市町
村に支払う

（交付金の交付）

① 国民健康保険への加入・脱退、国民健康保険税の賦課等は、引き続き市が窓口です。
② 現在、お手元にある国民健康保険被保険者証は、これまでどおり使用できます。
③ 国民健康保険税率は、東京都が示す標準保険料率等を参考に、市で決定します。

平成 30 年 4 月からの国民健康保険の仕組みや国民
健康保険税等について、次のとおり説明会を開催し
ます。
▷日時・場所（手話通訳があります）
◦２月 16 日（金）午後 7 時から
　中央公民館 301
◦２月 17 日（土）午前 10 時から
　市役所会議棟第７・８会議室
　※両日とも内容は同じです。

事前申込は不要です

高齢者が、長年にわたって
社会の発展につくしてきた
人として、敬愛される
まちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕
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平
成
30
年
度
の
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
期
限
は
１
月
31
日

㈬
で
す
。
お
早
め
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

給
与
支
払
報
告
書
と
総
括
表

は
、
給
与
受
給
者
の
平
成
30
年

１
月
１
日
現
在
（
退
職
者
は
退

職
時
）
の
住
所
地
の
市
区
町
村

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

便
利
な
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）
で

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
ｅ
Ｌ

　

租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
、
中
学
生
を
対
象
に
行

わ
れ
た「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

東
大
和
市
で
は
下
表
の
方
が
受

賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
品

を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
３
ま
で
。

　

個
人
事
業
者
、年
金
受
給
者
、

給
与
所
得
者
等
を
対
象
と
し
た

無
料
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
税
目
は
所
得

税
と
消
費
税
で
す
。

▽
日
時　

２
月
５
日
㈪
～
９
日

㈮
午
前
９
時
15
分
～
午
後
０
時

30
分
（
受
付
は
午
前
11
時
ま

で
）、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
持
ち
物　

確
定
申
告
に
必
要

な
書
類
、印
鑑
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
係
る
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　

所
得
税
ま
た
は
市
・
都
民
税

の
申
告
を
行
う
際
に
、
次
の
も

の
は
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
介
護
保
険
料

　

平
成
29
年
中
に
納
め
た
介
護

保
険
料
は
、
控
除
が
受
け
ら
れ

　

事
業
用
の
資
産（
償
却
資
産
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
平
成
30
年

１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
所
有

す
る
償
却
資
産
の
内
容
等
を
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
申
告
し
た
方
、
新
た

に
事
業
を
始
め
た
方
に
平
成
30

Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
提
出
も
可
能
で
す
。

利
用
方
法
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
（
☎
０
５
７
０
―

０
８
１
４
５
９
）
か
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.eltax.jp

）
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収
の
徹
底
に
つ
い
て

　

都
と
都
内
全
62
市
区
町
村
で

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
原
則

と
し
て
全
て
の
事
業
主
の
方
を

特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
退
職
な
ど
で
普
通
徴

収
を
希
望
す
る
場
合
は
、
給
与

支
払
報
告
書
提
出
時
に
普
通
徴

収
切
替
理
由
書
の
添
付
が
必
要

で
す
。
普
通
徴
収
切
替
理
由
書

は
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）
や
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１	

０
５
４
ま
で
。

東大和市の中学生が
コンクールで受賞しました

「税についての作文」
「税の標語」

 

２
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て 

　

所
得
税
、
消
費
税
の
申
告

　
　

税
理
士
に
無
料
で
相
談
で
き
ま
す

 事業主の方 

償却資産の申告は
お早めにお願いします

 事業主の方 
給与支払報告書の提出は
お早めにお願いします

税金の控除があります

介護保険料
介護サービス利用料

年
度
用
の
申
告
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
申
告
期
限　

１
月
31
日
㈬

▽
申
告
場
所　

課
税
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

ま
す
。
納
め
た
介
護
保
険
料
額

が
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
９
ま
で
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

平
成
29
年
中
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
時
に
支
払
っ
た

自
己
負
担
額
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
左
表

参
照
）。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
７
ま
で
。

○
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
お
む
つ
代

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す

が
、
２
年
目
以
降
は
、
介
護
認

定
の
書
類
で
寝
た
き
り
状
態
や

尿
失
禁
の
確
認
が
で
き
る
方

は
、
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２

階
）
で
交
付
す
る
書
類
で
代
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
３
ま
で
。

※
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
・
相
続
税

の
相
談
、
複
雑
な
内
容
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
混
雑
時
は
、
時
間
前
に
受
付

を
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
無
料
申
告
相
談
会
場
で
は
、

提
出
の
み
の
申
告
書
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。
提
出
の
み
の

方
は
、
郵
送
等
で
税
務
署
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

立
川
税
務
署
☎
042

―
523
―
１
１
８
１
へ
。

税
に
つ
い
て
の
作
文

賞名 受賞者 作品

市長賞

シドラ・アズラ・プトラ
（第一中学校３年） 科学とポテチと税

細谷　妃花
（第二中学校３年） 税金って何？

立川都税事務所長賞 櫻井　希
（第一中学校３年） 未来へ繋ぐメッセージ

多摩納税貯蓄組合
連合会優秀賞

津田　弥弥子
（第一中学校３年） 豊かで安心な生活のために

東京納税貯蓄組合
総連合会会長賞

高木　凱亜
（第二中学校３年） 介護と税金

税
の
標
語

市長賞 髙梨　琴巴
（第四中学校１年） 叶えよう　みんなの夢を　税金で

立川税務署長賞 髙橋　孝之介
（第二中学校１年） ありがとう　税は暮らしの　エネルギー

立川間税会会長賞 山本　玲菜
（第三中学校１年） 国民が　平和を願い　託す税

立川間税会特別賞 田中　未友
（第二中学校１年） 税金は　未来の自分　支えてる

全国間税会
総連合会入選

荻野　真広
（第一中学校１年）

国民の暮らしを支える　税金の意義と役割　
学んでいこう

東京国税局間税会
連合会入選

松下　琴音
（第五中学校１年） つなぎたい　未来に託せ　その税を

税の申告書等には
マイナンバーの記載が必要です

平成 28 年分以降、税の申告書等を税務署へ提出するとき
は、マイナンバーの記載と、番号確認書類・身元確認書
類の提示または写しの添付が必要です。

【必要なもの】
①�マイナンバーカード（番号確認書類と身元確認書類を

兼ねています）
または
②�番号確認書類（通知カードなど）と身元確認書類（運

転免許証、保険証など）

※１　郵送で申告書を提出する場合は、写しを添付してください。マイナン
バーカードは表裏両面の写しが必要です。

※２　e-Tax で送信する場合は、本人確認書類の提示または写しの提出は
不要です。

国税に関するマイナンバー制度の最新情報は、国税庁 HP
で確認できます。
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm
問合せ　立川税務署☎ 042-523-1181

介護サービスの利用に伴う医療費控除の取扱
対象となるサービスの名称

（介護予防を含む）
介護費

（利用者負担）
居住費
滞在費

食費

① 訪問看護 ○ ― ―
② 訪問リハビリテーション ○ ― ―
③ 居宅療養管理指導 ○ ― ―
④ 通所リハビリテーション ○ ― ○
⑤ 短期入所療養介護 ○ ○ ○

⑥
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（一体型事業所で訪問看護を利用する場合）
○ ― ―

⑦ 看護小規模多機能型居宅介護 ○ ― ―

⑧
訪問介護（生活援助中心型は除く ) ○

※ 1

― ―
夜間対応型訪問介護 ○ ― ―

⑨ 訪問入浴介護 ○ ― ―

⑩
通所介護・地域密着型通所介護 ○ ― ×
認知症対応型通所介護 ○ ― ×
小規模多機能型居宅介護 ○ ― ×

⑪ 短期入所生活介護 ○ × ×

⑫
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（一体型事業所で訪問看護を利用しない場合
及び連携型事業所）

○ ― ―

⑬ 総合事業訪問型サービス（現行相当サービス） 〇 ― ―
⑭ 総合事業通所型サービス（現行相当サービス） 〇 ― ×

⑮
介護老人福祉施設

※ 2
○ ○ ○

地域密着型介護老人福祉施設 ○ ○ ○
⑯ 介護老人保健施設 ○ ○ ○
⑰ 介護療養型医療施設 ○ ○ ○
※ 1　⑧～⑭については、①～⑥のサービスと併せて利用する場合のみ対象で

す。ただし、介護福祉士等による喀痰（かくたん）吸引等の対価は、その
10 分の 1 が対象です。

※ 2　⑮については、それぞれの自己負担額の 2 分の 1 のみが対象です。
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市
で
は
、
よ
り
よ
い
市
政
運

営
を
行
う
た
め
、「
市
長
へ
の

手
紙
」
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
伺
い
し
ま
す
。
市
の
仕
事

や
対
応
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
苦

情
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
手
紙
に
つ
い
て
は
、
直
接

市
長
が
拝
見
し
、
施
策
の
参
考

と
す
る
よ
う
関
係
各
部
課
に
指

示
し
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
、

市
長
ま
た
は
担
当
者
か
ら
回
答

し
ま
す
。

◎
市
民
相
談
・
専
門
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の

要
望
や
相
談
、
日
常
生
活
の
中

で
の
法
律
、
税
務
、
登
記
、
交

通
事
故
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
（
左
表
参
照
）。
専
門
相

談
は
予
約
制
で
す
（
電
話
で
の

予
約
可
）。
相
談
の
実
施
日
時

は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
毎
月
の
市
報
１
日
号
の

「
今
月
の
相
談
」
欄
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▪
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
秘
書

広
報
課
・
内
線
１
４
１
３
ま
で
。

市政にあなたのご意見を

市長への手紙
相　談　名 相　談　内　容 相　談　日　時 相 談 員

市 民 相 談
市政に関する要望・意見・苦情等、その他一般
的な相談もお受けします（電話相談も可）。また、
内容によっては専門相談をご紹介します。

月～金曜日
（祝日は除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時

市 職 員

専
門
相
談
（
予
約
制
）

法 律 相 談 金銭貸借（クレジット・サラ金）、借地借家、保証担保、
遺産相続、離婚、損害賠償、訴訟等の法律問題

毎週金曜日
午前 9 時～正午 弁 護 士

人 権 身 の 上
悩みごと相談

人権侵害、家族関係、離婚問題、人生相談、近
隣関係の悩みごと等

毎月第 3 木曜日
午前 9 時 30 分～正午 人権擁護委員

税 務 相 談 相続税、贈与税、所得税、不動産取得税等の税
に関する問題

毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 4 時 税 理 士

登 記 相 談 所有権移転登記、仮登記、抵当権登記、法人登
記等の登記に関する問題

毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 4 時 司 法 書 士

行政苦情相談 国、独立行政法人、特殊法人等の業務に関する
苦情・要望等

毎月第 4 木曜日
午前 9 時 30 分～正午 行政相談委員

交通事故相談 交通事故の損害賠償問題、保険の手続き方法、
示談の方法等

毎月第 4 木曜日
午後 1 時 30 分～ 4 時 弁 護 士

不動産取引相談 不動産取引に関する契約、物件、借地、借家、
業者等

毎月第 2 木曜日
午前 9 時～正午

宅 地 建 物
取 引 士

行政手続相談 相続、遺言、成年後見人、許認可、外国人の在
留資格、帰化等の手続き

毎月第 2 木曜日
午後 1 時～ 4 時 行 政 書 士

　市では、“魅力あるまちづくり”を目指し、市民の皆様とともに歩む市政
運営を進めております。
　この「市長への手紙」をご活用いただき、ぜひ、市民の皆様のお声を	
お聞かせください。

	 平成 30 年１月 15 日
	 	 東 大 和 市 長
	 	 尾　崎　保　夫

※�「市長への手紙」は、通常の封書やはがき、ファクス（０４２―５６３－５９３２）、市民ポスト	
（市役所正面入り口脇

わき

に設置）でも受け付けています。また、東大和市公式ホームページ
のトップページ（http ://www.city.higashiyamato.lg.jp/index.html）にある「市政へのご
意見・ご要望」から専用フォームを利用してもお寄せいただけます。
▷問合せ　秘書広報課（☎ ０４２－５６３－２１１１）・内線１４１３まで。
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平成 28 年度にお寄せいただいた手紙の内容は…
内容 件数

◎行財政
　◦市の PR
　◦庁舎関係…禁煙・トイレ・駐輪場等
　◦婚活
　◦タウンミーティング　等

23

◎建設・土木
　◦道路補修
　◦道路の冠水対策
　◦ちょこバス…ルート変更・シルバーパス適用等
　◦自転車運転マナー
　◦公園…遊具の管理・ボール遊びの出来る公園等
　◦街路樹の剪定
　◦ガードレール
　◦歩道の管理　等

49

内容 件数

◎市民生活
　◦�ごみの収集…不燃ごみ回収日増・生ごみ堆肥

化の推進・有料ごみ袋無料化等
　◦（仮称）３市共同資源物処理施設について
　◦喫煙…歩きタバコ・路上喫煙について
　◦東大和産紅茶の PR
　◦空家対策
　◦巨大地震への備え
　◦地域猫対策　等

33

◎教育・文化
　◦�小学校設備の改善…トイレの改善・教室内の

照明等
　◦図書館の指定管理者制度について
　◦温水プールの建設
　◦公民館利用料徴収による有効活用
　◦スポーツ施設の充実　等

25

内容 件数

◎福祉・子ども
　◦�学童保育受入人数の増加
　◦�児童の遊び場の拡充
　◦�高齢者への緊急通報器の無料化
　◦�シルバーパス料金の見直し　等

19

◎その他
　◦不妊治療費助成の収入制限撤廃
　◦乳がん検診定員数の増加
　◦ 2020 東京オリンピック迎え入れの対応
　◦清水地区集会所の改築　等

8

合計 157

( 受付手紙件数　118 件）
※ 1 件の手紙（はがきを含む）に複数の内容が書かれてい
るものがあるため、内容件数と受付件数は一致しません。
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美
味
し
い
料
理
を
通
し
て
、

異
文
化
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

日
本
料
理
、
台
湾
料
理
、
韓

国
料
理
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
、
中

国
料
理
を
み
ん
な
で
調
理
し
て

食
べ
る
全
５
回
の
講
座
で
す
。

　

講
師
の
母
国
語
で
各
国
の
挨

拶
も
学
び
ま
す
。

　

食
事
や
料
理
が
好
き
な
方
、

こ
れ
か
ら
語
学
を
勉
強
し
た
い

方
、
外
国
の
食
文
化
に
興
味
が

あ
る
方
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り

を
し
た
い
方
等
大
歓
迎
で
す
！

▽
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
20
歳
以
上
の
方

▽
場
所　

中
央
公
民
館
実
習
室

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
手
拭
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

▽
申
込
み　

１
月
16
日
㈫
か

ら
中
央
公
民
館
☎
042
―
564
―

２
４
５
１
ま
で
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ま
ち
の
魅
力
発
見
・
発

信
し
隊
」
は
３
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
事
業
か
ら
誕
生

し
た
３
つ
の
自
主
グ
ル
ー
プ
、

情
報
発
信
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
「
東
大
和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
の

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
の
特
別

番
組
投
影

　

小
さ
な
子
ど
も
の
団
体
向
け

に
投
影
し
て
い
る
番
組
「
ナ
ナ

と
ハ
チ
～
ち
き
ゅ
う
に
お
ち
て

　

狭
山
緑
地
で
採
れ
た
い
ろ
い

ろ
な
木
の
実
な
ど
で
「
花
炭
づ

く
り
」
の
体
験
講
座
を
行
い
ま

す
。
講
座
は
、
狭
山
緑
地
で
活

　

仲
間
と
と
も
に
楽
器
を
演
奏

す
る
こ
と
や
歌
を
歌
う
こ
と
に

は
、
様
々
な
目
的
や
効
果
、
そ

し
て
方
法
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
た
か
？

　

こ
の
講
座
で
は
、
音
楽
療
法

理
論
を
も
と
に
、
音
楽
活
動
の

組
み
立
て
方
や
コ
ツ
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
基
礎
か
ら
学
べ

ま
す
。
学
ん
だ
成
果
は
、
３
月

10
日
㈯
の
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ひ
と

や
す
み
会
で
発
表
し
ま
す
。

　

音
楽
療
法
に
関
心
の
あ
る

　

中
央
公
民
館
に
保
育
室
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が

サ
ー
ク
ル
活
動
中
に
、
お
子
さ

中央公民館　成人趣味教養講座

ごはん留学

～食文化を通じた国際交流～

まちの魅力発見・発信し隊

成果報告会

郷土博物館へ
お越しください

花
炭
づ
く
り
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

中
央
公
民
館
講
座

音
楽
の
チ
カ
ラ
♪

～
仲
間
と
楽
し
む　

音
楽
レ
ク
の
創
り
方
～

中
央
公
民
館
の
保
育
室
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

親
子
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

会
」、
元
気
で
良
い
ま
ち
を
目

指
し
て
取
組
む
「
東
大
和
ま
ち

お
こ
し
連
絡
会
（
ま
ち
連
）」、

異
年
齢
交
流
や
マ
マ
た
ち
が
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
居
場
所
作

り
の
「
ほ
っ
ぺ
＠
ひ
が
し
や
ま

と
」
が
３
年
間
の
取
組
み
の
報

告
と
今
後
の
活
動
に
向
け
て
成

果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
も
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

１
月
23
日
㈫
午
前
10

時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

き
た
ネ
コ
の
も
の
が
た
り
～
」

を
一
般
向
け
に
特
別
投
影
し
ま

す
。
大
人
の
方
も
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星

空
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
10
日
㈯
～
12
日

（
振
替
休
日
）
午
前
11
時
か
ら

※
投
影
時
間
は
45
分
程
で
す
。

途
中
で
の
入
退
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
期
間
中
は
通
常
の
土･

日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
11
時
に
投
影

し
て
い
る
「
ぼ
く
ら
の
時
間
旅

行
」
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円
、
幼
児
は
無
料

■
自
然
観
察
会
「
冬
の
生
き
物

た
ち
」（
要
申
込
）

　

木
や
虫
た
ち
の
冬
越
し
、
冬

で
も
元
気
な
野
鳥
、
冬
な
ら
で

は
の
自
然
現
象
を
観
察
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
４
日
㈰
午
前
９

時
30
分
か
ら
（
郷
土
博
物
館
会

議
室
集
合
）

▽
場
所　

市
立
狭
山
緑
地

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
双
眼

鏡▽
問
合
せ
・
申
込
み　

郷
土
博

物
館
☎
042
―
567
―
４
８
０
０
ま

で
。

動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
雑
木
林
の
会
」
の
協

力
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方▽
日
時　

２
月
17
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
２
時
（
郷
土
博
物
館

集
合
、
雨
天
の
場
合
は
24
日
㈯

に
延
期
）

▽
場
所　

狭
山
緑
地

▽
定
員　

10
人
（
申
込
順
）

▽
持
ち
物　

飲
み
物
、
昼
食
、

タ
オ
ル
、
軍
手
、
筆
記
用
具
、

帽
子
、
カ
ゴ
ま
た
は
袋
（
花
炭

の
持
ち
帰
り
用
）、
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
（
火
を
使
い
ま
す
）

▽
申
込
み　

１
月
22
日
㈪
ま
で

に
環
境
課
・
内
線
１
２
７
３
ま

で
。

方
、福
祉
関
係
の
お
仕
事
の
方
、

子
育
て
に
音
楽
を
取
り
入
れ
た

い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

※
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
と
健
常
の
方
の
交

流
の
場
と
し
て
音
楽
レ
ク
活
動

を
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

▽
日
時　

２
月
７
日
㈬
・
14
日

㈬
・
28
日
㈬
午
後
７
時
～
９
時
、

３
月
10
日
㈯
午
後
１
時
か
ら

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

蔭か
げ
や
ま山
真ま

み

こ
美
子
氏
（
国

立
音
楽
大
学
准
教
授
）

▽
定
員　

15
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
15
歳
か

ら
35
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
を
優

先
し
抽
選
。

▽
申
込
み　

１
月
31
日
㈬
ま
で

に
中
央
公
民
館
ま
で
電
話
（
☎

042
―
564
―
２
４
５
１
）、
フ
ァ
ク

ス
（
042
―
563
―
５
９
３
４
）、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
央
公
民

館
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ
フ
ォ
ー

ム
（
件
名
を
「
音
楽
療
法
講
座

申
込
み
」
と
し
、
名
前
・
性
別
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
送
信
）
の

い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

ん
が
安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
ま

す
。

　

今
回
、
こ
の
保
育
室
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

親
子
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
お
も
ち
ゃ
、

絵
本
、
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
め

る
ほ
か
、
子
育
て
相
談
も
で
き

ま
す
。

▽
日
時　

１
月
31
日
㈬
午
前
10

時
30
分
か
ら

▽
場
所
・
問
合
せ　

中
央
公
民

館
☎
042
―
564
―
２
４
５
１
ま
で
。

立野市民農園（第八小学校東側）の利用者を募集します 利用期間　4 月1日から 2 年間／申込み　1月 25 日㈭までに産業振興課（市役所1階）・
内線1072 まで／応募者多数の場合、抽選とします

日時 テーマ 講師 費用
2月6日㈫
午前10時～午後1時 日本 ヘルシーライフ東大和

山城 江美氏 800 円

2月9日㈮
午前10時～午後1時 台湾 にほんご友の会

小柳 秀美氏、豊川 仁恵氏 600 円

2月13日㈫
午前10時～午後1時 韓国 韓国家庭料理　ソウル

金 仁烈氏 700 円

2月20日㈫
午後2時～5時 ネパール カレーキング

カトリ ギャン バハドウル氏 1,000 円

2月23日㈮
午前10時～午後1時 中国 にほんご友の会

村田 紅氏 500 円

CROSS CULTURAL FESTIVAL
外国人と市民との交流会

おしゃべり・ゲームなどをしながら、
一緒に楽しい時間を過ごしましょう！

Welcome to this joyous event.Please have fun together.

1 月 28 日㈰午後１時～４時 中央公民館ホールにて
January28th 1:00pm ～ 4:00pm Chuo Kominkan Hall

舞台　和太鼓 Japanese Drums、歌曲 Live Music
	 横田基地からのバンド演奏 Yokota Air Base Band
体験　民族衣装試着 Traditional Clothing、茶道 Tea Ceremony
	 昔遊び（こま、けん玉など）Kids’ Corner
催し　ファッションショー Fashion Show
	 祭りばやし Matsuri Hayashi
展示　生け花 Flower arrangement Exhibition
	 盆栽 Bonsai Exhibition

盆踊り、素敵な景品があたる抽選会もあります！
Bon Dance. A lottery Party(Winners announced)

問合せ　蔵敷公民館☎ 042-566-0551

ぼくも
いくべぇ！

　

今
年
で
18
回
目
の
開
催
と
な

る
喜
多
方
冬
ま
つ
り
。
２
月
３

日
㈯
・
４
日
㈰
は
喜
多
方
の
そ

ば
処
が
競
い
合
っ
て
、
本
物
の

美
味
し
さ
を
振
舞
う
そ
ば
フ
ェ

ス
タ
、
10
日
㈯
・
11
日
（
祝
日
）

は
通
も
唸う

な

ら
せ
る
話
題
の
行
列

店
が
一
堂
に
会
す
る
全
国
ラ
ー

メ
ン
フ
ェ
ス
タ
、
そ
の
他
、
日

本
酒
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
な

ど
、
様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
冬
の
喜
多
方
を

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報　

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！

第
18
回
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
冬
ま
つ
り

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
開
催
時
間

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

２
月
３
日
㈯
～
２
月

11
日
（
祝
日
）

▽
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー
特
設
テ
ン
ト
他

▽
問
合
せ　

蔵
の
ま
ち
喜
多
方

冬
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
喜

多
方
観
光
物
産
協
会
内
）
☎

０
２
４
１
―
24
―
５
２
０
０

へ
。

▪
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

kitakata-kanko.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
喜
多
方
市
と
の
交

流
や
親
睦
を
目
的
と
し
た
個
人

の
宿
泊
や
、
団
体
同
士
の
交
流

に
対
し
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
・
補
助
制
度
に
関

す
る
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・

内
線
１
７
１
１
ま
で
。
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４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
３
時
に
都
立
東
大

和
南
公
園
で
開
催
さ
れ
る
第
７

回
う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭
で
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
行
う
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
一
緒
に
祭
を
盛
り

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
男
女
共
同
参

画
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
17
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
４
時
（
午
後
１
時
開

場
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
内
容

◦
第
一
部　

男
女
共
同
参
画
川

柳
の
表
彰
式

◦
第
二
部　

ア
ニ
メ
映
画
「
こ

の
世
界
の
片
隅
に（
字
幕
付
き
）」

（
主
演
：
の
ん
、
原
作
：
こ
う
の

史
代
、
監
督
：
片
渕
須
直
）

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
担
当
保

育
士
が
児
童
館
や
集
会
所
な
ど

に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
平
成
30

年
度
（
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
）
の

一
時
保
育
利
用
申
請
書
の
配
布

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
、
１
歳
児
、

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
、
セ

ン
タ
ー
内
の
お
部
屋
を
開
放
し

ま
す
。
同
年
齢
の
親
子
同
士
で

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
情
報
交
換

な
ど
、
他
の
親
子
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
普
段
ひ
ろ

ば
に
置
い
て
い
な
い
遊
具
も
あ

り
ま
す
。
事
前
予
約
不
要
で
、

お
部
屋
の
出
入
り
は
自
由
で
す

の
で
、
都
合
の
良
い
時
間
に
お

　

４
月
か
ら
、
小
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
（
平
成
23
年
４

月
２
日
～
平
成
24
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
児
童
）
で
、
乳

医
療
証
の
負
担
者
番
号
が

「
８
８
１
３
８
４
３
３
」
の
方

は
、
○子
医
療
証
へ
切
り
替
わ
り

ま
す
。
○子
医
療
証
は
３
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
新
た
に
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
負
担
者
番
号
が
「
８
８
１
３

上
げ
ま
し
ょ
う
！

▽
対
象　

ダ
ン
ス
・
音
楽
演
奏
・

郷
土
芸
能
な
ど
を
行
う
団
体

▽
募
集
数　

６
団
体
程
度
（
応

募
が
募
集
数
を
超
え
た
場
合
、

選
考
で
決
定
し
ま
す
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
応
募
方
法　

２
月
１
日
㈭
～

22
日
㈭
に
、
応
募
用
紙
を
ハ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ル
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
産
業
振
興
課

（
市
役
所
１
階
）、
ハ
ミ
ン
グ

ホ
ー
ル
で
配
布
し
ま
す
。
ハ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

※
詳
細
は
、
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
募
集
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

☎
042
―
590
―
４
４
１
１
へ
。

※
第
二
部
か
ら
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

260
人
（
先
着
順
）

▽
手
話
通
訳
（
第
一
部
の
み
）

２
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
フ
ァ
ク

ス
（
042
―
563
―
５
９
３
１
）
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
男

女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
の
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
保
育　

１
歳
以
上
の
未
就
学

児
（
定
員
６
人
）。
申
込
順
。

２
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
地
域
振

興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い

ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の
発
達

な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

３
６
５
１
ま
で
。

越
し
く
だ
さ
い
。
午
前
11
時
か

ら
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
行
う
予
定

で
す
。

▽
日
時　

１
歳
児
親
子
対
象

１
月
23
日
㈫
、
０
歳
児
親
子
対

象　

２
月
１
日
㈭
、
各
回
と
も

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

３
６
５
１
ま
で
。

を
開
始
し
ま
す
。

▽
申
請
書
の
配
布　

２
月
１
日

㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）、
各

児
童
館
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

▽
申
請
方
法　

２
月
14
日
㈬
午

後
１
時
以
降
に
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

３
６
５
１
ま
で
。

２
４
３
６
」
の
方
は
、
○子
医
療

証
の
所
得
制
限
を
超
え
て
い
る

た
め
、
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と

の
通
知
を
４
月
初
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
○乳
医
療
証
は
３

月
末
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

※
３
月
末
ま
で
に
他
市
へ
転
出

す
る
方
は
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
１
階
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
本
人
負
担
の
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
（
親

医
療
証
）
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
引
き
続
き
親
親
医
療
証

を
利
用
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

うまかんべぇ～祭の
ステージに出演しませんか

保育士があなたのお近くに出張！

出張かるがもひろばへ
お越しください

申請書を配布します

かるがも一時保育室
新小学 1 年生
○乳 医療証が
 ○子 医療証に
  切り替わります

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
に

　
　
　
　
　
　
　
　

お
越
し
く
だ
さ
い

１
歳
児
親
子
、
０
歳
児
親
子
で

　
　
　

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
　

１
歳
児
親
子　

１
月
23
日
㈫

　
　

０
歳
児
親
子　

２
月
１
日
㈭

4 月 21 日㈯・22 日㈰
都立東大和南公園

２月のかるがもひろば
２月13日（火）さくらがおか児童館
２月14日（水）新堀地区会館
２月20日（火）かみきただい児童館
２月28日（水）芋窪集会所
時間は各回とも午前 10 時 30 分～
11 時 45 分です。

東大和市オリジナルの
出生届ができました

市では、お子さんの健やかな成長を願い、東大和
市での子育てを応援するため、オリジナル出生届
を作りました。母子健康手帳の交付時にお渡しし
ます。他市で母子健康手帳の交付を受け、東大和
市民になられた方は、市民課窓口でお渡しします。
問合せ　市民課・内線 1011 まで。

ひとり親家庭の支援制度をご利用ください
事前相談が必要です。電話にてご予約ください。　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　子育て支援課・内線 1764 まで。

名称 対象 内容

ひとり親家庭
ホームヘルプサービス

20 歳未満の児童のいるひとり親家庭の保護者で、次のいずれかに該当する方
①小学 3 年生以下の児童のいる家庭で就業の事情により生活援助が必要
②ひとり親となって 2 年以内であり、生活環境が激変したため日常生活を営むこ

とに支障が生じている
③ひとり親家庭の保護者が、技能習得のための通学、就職活動、冠婚葬祭、疾病、

出張、学校の公式行事への参加等をする

家庭にホームヘルパーを派遣し、家事・育児等の支援を行います。
所得により本人負担あり。

東京都母子及び
父子福祉資金貸付

都内に 6 か月以上お住まいのひとり親家庭の保護者で、20 歳未満の児童を扶養
している方

（主な貸付資金）
・修学資金
・就学支度資金
・技能習得資金
・転宅資金　ほか

東京都女性福祉資金貸付
都内に 6 か月以上お住まいの配偶者のいない女性で、親・子・兄弟姉妹などを扶
養している方か、年間所得が 2,036,000 円以下で、かつて母子家庭の母として
20 歳未満の児童を扶養したことのある方または婚姻暦のある 40 歳以上の方

母子家庭及び父子家庭
自立支援給付金支給事業 児童扶養手当の支給を受けているか、または同様の所得水準にある方 能力開発のための講座費用や、資格取得のために養成機関で修学してい

る間の生活費の一部を支給します。
母子・父子自立支援
プログラム策定事業 児童扶養手当の支給を受けている方 面接によりプログラムを策定し、ハローワークの就労支援員につなぐこ

とで就労を支援します。
高等学校卒業程度
認定試験合格支援事業

ひとり親家庭の保護者及びその児童であって、児童扶養手当の支給を受けている
か、同様の所得水準にある方

高等学校卒業程度認定試験の合格のための対象講座にかかる受講費用の
一部を支給します。

※貸付や給付金の支給には、貸付要件及び支給要件の審査があります。
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防災行政無線の放送内容を電話で確認できます 防災行政無線で放送した最新の内容を、最大 3 時間後まで電話（042-563-2411）で確認すること
ができます。チャイム、サイレン、下校時の見守り放送は除く／問合せ　防災安全課・内線1352 まで

アンガーマネジメント講座

 怒りの
  コントロールを
   身に付けませんか

東京オリンピック・パラリン
ピックのマスコットを決める

小学生投票に
 参加しています

投票は学級単位で行います

消
防
団
員
表
彰

　

１
月
７
日
の
東
大
和
市
消
防

出
初
式
で
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
東
京
都
三
多
摩
消
防
団
連
絡

協
議
会
長
表
彰

◦
優
良
表
彰　

第
四
分
団

○
東
京
消
防
庁
北
多
摩
西
部
消

防
署
長
表
彰

◦
優
良
表
彰　

第
一
分
団
、
第

五
分
団

◦
救
命
講
習
普
及
業
務
功
績
表

彰　

第
一
分
団
部
長　

藤
原
隆

◦
応
急
救
護
指
導
活
動
功
労
表

彰　

本
部
副
団
長　

目
黒
雄
介
、

第
二
分
団
分
団
長　

竹
内
真
徳
、

第
一
分
団
部
長　

藤
原
隆
、
第

七
分
団
団
員　

田
尻
良
作

○
東
大
和
市
長
表
彰

◦
特
別
功
労
表
彰　

本
部
副
団

長　

福
原
嘉
昭

◦
功
績
表
彰　

第
五
分
団
分
団

長　

金
野
眞
澄
、
第
三
分
団
分

団
長　

尾
崎
清
宣

◦
竿か

ん

頭と
う
じ
ゅ綬
表
彰　

第
一
分
団

◦
永
年
勤
続
表
彰
25
年　

本
部

団
長　

星
野
誠

　

日
々
生
活
の
中
で
感
じ
る

様
々
な
「
怒
り
」。
怒
り
を
相

手
に
ぶ
つ
け
て
も
問
題
解
決
に

　

東
大
和
市
消
防
団
が
、
１
月

６
日
に
東
京
消
防
庁
総
監
表
彰

で
あ
る
特
別
優
良
表
彰
及
び
表

彰
旗
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
規
律
厳
正
で

あ
り
、
訓
練
等
の
成
績
が
特
に

優
秀
で
あ
る
消
防
団
が
表
彰
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

東
大
和
市
消
防
団
の
災
害
対

応
や
応
急
手
当
普
及
活
動
、
訓

練
実
績
等
が
評
価
さ
れ
た
結
果

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
大
変
名

誉
な
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
地
域
防
災
の
た
め

に
、
東
大
和
市
消
防
団
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

　

一
般
社
団
法
人
東
京
バ
ス
協

会
は
、
満
70
歳
以
上
の
都
民
の

方
で
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、

都
内
民
営
バ
ス
（
一
部
除
く
）、

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
に
乗

車
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
時
期　

満
70
歳
に
な
る

月
の
初
日
か
ら
申
込
み
可
。

▽
有
効
期
限　

平
成
30
年
９
月

30
日
㈰

▽
申
込
方
法　

下
表
に
掲
げ
る

費
用
・
必
要
書
類
を
持
参
し
、

立
川
バ
ス
上
水
営
業
所
（
☎
042

―
536
―
０
２
４
３
）
ほ
か
、
シ

ル
バ
ー
パ
ス
取
扱
い
バ
ス
営
業

所
等
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
東

京
バ
ス
協
会
☎
03
―
５
３
０
８

　

認
知
症
は
誰
も
が
関
わ
る
可

能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知

症
は
早
期
に
対
応
す
る
と
進
行

が
緩
や
か
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業
で
は
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で

認
知
症
の
診
断
を
行
っ
て
い
る

医
師
に
よ
る
、
認
知
症
の
早
期

発
見
・
治
療
の
重
要
性
と
家
族

が
出
来
る
こ
と
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。　
　
　

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

２
月
14
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時

▽
日
時　

２
月
17
日
㈯
午
後
１

時
～
３
時

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
顔
と
も
な
る
マ
ス

コ
ッ
ト
は
、大
会
を
盛
り
上
げ
、

人
々
の
心
に
残
る
存
在
と
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
一
校
で
も
多
く
の

小
学
校
に
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
決
め
る
投
票

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

考
え
か
ら
「
マ
ス
コ
ッ
ト
投
票

宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
学
び
、
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
を

小
学
生
の
投
票
に
よ
り
決
め
る

こ
と
は
史
上
初
の
試
み
で
あ
り
、

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
事
を
目
的
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
の
主
要
事
業
と
し

て
毎
年
７
月
に
「
中
学
生
の
意

見
発
表
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
中
学
生
の
意
見
発
表
」
を
開

催
す
る
た
め
、
実
行
委
員
と
し

て
一
緒
に
企
画
や
運
営
を
担
う

中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
中

◦
永
年
勤
続
表
彰
15
年　

本
部

副
団
長　

福
原
嘉
昭

○
東
大
和
市
消
防
団
長
表
彰

◦
永
年
勤
続
表
彰
30
年　

第
七

分
団
団
員　

上
岡
嘉
栄

◦
永
年
勤
続
表
彰
20
年　

第
七

分
団
分
団
長　

金
井
康
哲
、
第

七
分
団
部
長　

髙
牟
礼
友

◦
永
年
勤
続
表
彰
15
年　

第
三

分
団
副
分
団
長　

尾
﨑
清
真
、

第
三
分
団
部
長　

池
田
剛
、
第

五
分
団
団
員　

内
野
学

◦
永
年
勤
続
表
彰
10
年　

第
七

分
団
副
分
団
長　

齊
藤
将
之
、

第
二
分
団
部
長　

古
谷
野
心
、

女
性
部
班
長　

武
田
浩
子
、
女

性
部
班
長　

森
田
明
美
、
第
四

分
団
班
長　

中
澤
俊
之
、
第
二

分
団
班
長　

小
杉
武
徳
、
第
六

分
団
団
員　

古
谷
敬
、
女
性
部

団
員　

清
水
千
秋
、
第
三
分
団

団
員　

杭
本
真
樹
、
第
一
分
団

団
員　

五
十
嵐
厚
平
、
第
五
分

団
団
員　

関
口
達
也
、
第
四
分

団
団
員　

糟
谷
翔
、
女
性
部
団

員　

三
次
梨
絵
、
第
一
分
団
団

員　

廣
田
憲
司
、
第
四
分
団
団

員　

細
川
泰
義
、
第
六
分
団
団

員　

田
中
雄
一
郎

◦
精
勤
表
彰　

20
人

○
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

３
人

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
、
怒
り
の
感
情
と
上
手
に
付

き
合
う
た
め
の
心
理
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。

　

怒
っ
た
時
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？
上
手
に
怒
る
っ
て
ど
ん

な
こ
と
？
等
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。

▽
日
時　

２
月
16
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
会

議
室

▽
講
師　

阿
部
美
樹
雄
氏
（
社

会
福
祉
法
人
み
ず
き
福
祉
会
理

事
長
、
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
認
定
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
）

▽
費
用　

無
料

▽
定
員　

50
人
（
申
込
順
）

▽
申
込
み　

地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ウ
エ
ル
カ
ム
☎
042
―
564

―
０
８
９
１
、
フ
ァ
ク
ス
042
―

564
―
３
６
８
０
へ
。

―
６
９
５
０
、
東
京
都
福
祉

保
健
局
高
齢
社
会
対
策
部
在

宅
支
援
課
振
興
担
当
☎
03
―

５
３
２
０
―
４
１
７
７
へ
（
午
前

９
時
～
午
後
５
時
。
土・日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）。

▽
場
所　

東
大
和
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る

▽
定
員　

40
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

角
田
尚
幸
氏
（
東
大

和
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
及
び
神
経

内
科
医
師
）

▽
申
込
み　

２
月
９
日
㈮
ま
で

に
、
は
～
と
ふ
る
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―

３
９
８
２
へ
。

▽
場
所　

東
大
和
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る

▽
定
員　

50
人
（
申
込
順
）

▽
内
容　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
あ
り
、
自
閉
症
の
お
子

さ
ん
を
も
つ
母
親
で
も
あ
る
講

師
が
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
。

　

発
達
障
害
の
方
の
感
じ
方
を

理
解
し
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
講

演
会
で
す
。

▽
講
師　

国
沢
真
弓
氏
（
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
発
達
障

が
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

マ
ー
ブ
ル
代
表
理
事
）

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
み　

東
大
和
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516

―
３
９
８
２
、
フ
ァ
ク
ス
042
―

516
―
３
９
８
４
へ
。

東
京
２
０
２
０
大
会
に
直
接
参

加
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
「
自
分
た
ち
も
東
京
２
０
２

０
大
会
に
参
加
し
た
ん
だ
」
と

い
う
か
け
が
え
の
な
い
記
憶
が
、

こ
の
先
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
宣
言
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

が
実
施
す
る
「
東
京
２
０
２
０

参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
認
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
が
、
平
成
29
年
８
月
に
マ

ス
コ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
、
二
、〇
四
二
件
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。マ
ス
コ
ッ
ト
は
、

マ
ス
コ
ッ
ト
審
査
委
員
会
の
審

査
を
経
て
、
最
終
候
補
３
作
品

の
中
か
ら
、
全
国
の
小
学
生
に

よ
る
投
票
で
平
成
30
年
２
月
下

旬
に
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
３
ま
で
。

学
生

▽
活
動
期
間　

平
成
30
年
２
月

中
旬
～
７
月
中
旬

▽
募
集
人
数　

20
人
程
度

▽
応
募
期
限　

２
月
１
日
㈭

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
所
属
中
学
校
名
、

学
年
、
応
募
抱
負
等
を
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
福
祉
推
進
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
４
ま
で
。

東
大
和
市
消
防
団
が

東
京
消
防
庁

 

総
監
表
彰
を

  

受
賞
し
ま
し
た

東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス

講
演
会

　

認
知
症

～
早
期
発
見
・
治
療
の

重
要
性
と
家
族
の
力
～

障
害
理
解
普
及
啓
発

　
　
　
　
　
　

講
演
会

発
達
障
害
っ
て
？

理
解
を
深
め
、
伝
え
る

力
も
ア
ッ
プ
で
き
る
講

演
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
主
要
事
業

中
学
生
の
実
行
委
員
を
募
集

東京都シルバーパス発行手続きにおける費用・必要書類

対象
①平成 29 年度市民
税が非課税

平成 29 年度の市民税は課税で、
平成 28 年分の合計所得金額が

② 125 万円以下（注）③ 125 万円を超える
必要な費用 1,000 円 20,510 円

対象者①または
②であることを
確認できる書類

（いずれか 1 つ）

（ア）平成 29 年度介護保険料納入 ( 決定 )
通知書
※所得段階区分欄に

「1」から「5」の記載
があるもの

※所得段階区分欄に
「6」または「7」の記載
があるもの。「7」の記
載があるものは、基準
判定所得が 125 万円
以下のものに限る

（イ）平成 29 年度市民税課税・非課税証明書
（ウ）生活保護受給
証明書（生活扶助）

本人確認書類 保険証または運転免許証等（住所、氏名、生年月日が確認できるもの）
（注）長期譲渡所得または短期譲渡所得に係る特別控除の適用がある場合は、合計所得金額か

ら特別控除額を控除して得た額が 125 万円以下の方が対象になります。この場合、必
要書類が異なる場合がありますので、お問い合わせください。

※（ア）は平成 29 年 7 月に高齢介護課から送付されています（再発行はできません）。（イ）
は課税課窓口で発行します（有料）。本人確認書類として写真付きのものは 1 点、写真
のないものは 2 点が必要です（例：健康保険証＋介護保険証）。
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今月の不燃ごみは 16 日～ 19 日の間で収集します 地域で収集曜日が異なりますので、ごみ排出カレンダーやごみ分別アプリで確認してくだ
さい／問合せ　ごみ対策課・内線 1241 まで

　

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同

で
運
営
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合

は
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
自

宅
近
く
で
、
朝
夕
の
散
歩
や
通

院
、
買
い
物
な
ど
の
際
に
、
ま

た
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◦
信
号
を
守
り
、
青
信
号
で
も

必
ず
右
左
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
法
隆

寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
失
し
た
こ

と
を
教
訓
と
し
て
、
国
に
よ
り

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
年
行
わ
れ
た
壁
画
の
修
復

作
業
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
日
本
画
家
・
吉
岡
堅
二
氏

も
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
事
業
者
の
負
担

で
資
源
の
回
収
を
行
っ
て
い
る

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
が
あ
り
ま

す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
は
、

月
に
２
回
の
た
め
、
購
入
し
た

お
店
に
戻
す
か
、
リ
サ

　

不
用
に
な
っ
た
「
は
が
き
」

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
可
燃
ご

み
の
中
か
ら
、
貴
重
な
紙
資
源

を
分
別
し
、
廃
棄
物
の
減
量
と

紙
資
源
の
再
利
用
を
促
進
し
ま

す
。
有
料
に
な
る
可
燃
ご
み
の

減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た

不
用
は
が
き
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
十
分
配
慮
し
、
紙
製
品
と
し

て
再
利
用
し
ま
す
。
回
収
し
た

も
の
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

　

２
月
１
日
㈭
か
ら
新
た
に
公

共
下
水
道
（
汚
水
）
の
使
用
が

可
能
と
な
る
芋
窪
二
丁
目
の
一

部
の
区
域
に
つ
い
て
の
縦
覧
を

　

野
外
焼
却
に
つ
い
て
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る

廃
棄
物
（
ご
み
、
落
ち
葉
等
）

を
露
地
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼
却

す
る
こ
と
は
、
法
律
及
び
都
条

例
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て

公
共
下
水
道
を

使
用
で
き
る
区
域
が

　
　
　

広
が
り
ま
す

野
外
で
の
焼
却
は

お
や
め
く
だ
さ
い

不
用
は
が
き
を

　  

回
収
し
ま
す

ス
プ
レ
ー
缶
類
の

　
　
　
　
出
し
方

１
月
26
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
を

　
　
　
　
　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う

◎
東
大
和
警
察
署

高
齢
者
の

交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

平
成
30
年
度
の
交
通
災
害
共
済

の
受
付
を
、
２
月
１
日
㈭
か
ら

開
始
し
ま
す
。

　

わ
ず
か
な
掛
け
金
で
加
入
で

き
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。
ぜ

ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
月
下
旬
か
ら
加
入

申
込
書
を
戸
別
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
か
ら
、
見
舞
金

が
一
部
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
、
交
通
機

関
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故

※
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
は
、
事
故

の
相
手
方
の
損
害
を
補
償
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
掛
け
金
（
年
額
）

◦
Ａ
コ
ー
ス
一
、〇
〇
〇
円

◦
Ｂ
コ
ー
ス
500
円

▽
見
舞
金　

◦
Ａ
コ
ー
ス
：
傷
害
の
場
合
は

４
万
～
34
万
円
、
死
亡
の
場
合

は
300
万
円

◦
Ｂ
コ
ー
ス
：
傷
害
の
場
合
は

２
万
～
17
万
円
、
死
亡
の
場
合

は
150
万
円

※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

▽
共
済
期
間　

平
成
30
年
４
月

１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

▽
受
付
場
所　

市
内
の
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）・
信

用
金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協

同
組
合
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

▽
交
通
遺
児
年
金　

さ
ら
に
ど

ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
会
員
が
交

通
災
害
で
死
亡
し
た
時
、
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場

合
、
年
額
12
万
円
の
交
通
遺
児

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１	

２
１
３
ま
で
。

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
期
間　

１
月
18
日
㈭
～
31
日

㈬
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▽
場
所　

下
水
道
課
（
市
役
所

２
階
）

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
５
ま
で
。

い
ま
す
。
野
外
焼
却
を
火
事
と

間
違
え
て
消
防
署
に
通
報
さ
れ

る
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
、
適
切
な
方
法
で

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
近
隣
の

迷
惑
と
な
る
行
為
は
避
け
、
皆

さ
ん
が
良
好
な
環
境
の
下
で
暮

ら
せ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１	

２
７
２
ま
で
。

◦
道
路
を
渡
る
時
は
、
遠
回
り

で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。

◦
近
所
や
通
り
慣
れ
た
道
で
も

油
断
せ
ず
、
外
出
し
た
ら
、
車

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出

す
る
時
は
、
明
る
い
色
の
服
装

や
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

◦
自
転
車
に
乗
る
時
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

　

車
を
運
転
す
る
時
は
、
高
齢

者
の
近
く
を
通
行
す
る
際
に
は

徐
行
す
る
な
ど
「
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

■
交
通
少
年
団
の
団
員
を
募
集

し
ま
す

　

交
通
少
年
団
は
、
訓
練
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
た
交
通
社
会
人
と
し
て
育

つ
こ
と
を
願
い
、
各
交
通
安
全

協
会
単
位
に
結
成
し
て
い
ま
す
。

▽
入
団
資
格　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
方
①
４
月
に
小

学
３
・
４
年
生
に
な
る
児
童
②

自
転
車
に
乗
れ
る
こ
と
③
月

１
・
２
回
、
土
・
日
曜
日
及
び

祝
日
の
活
動
に
参
加
で
き
る
こ

と▽
申
込
期
限　

２
月
20
日
㈫

▽
申
込
み　

東
大
和
地
区
交

通
安
全
協
会
☎
042
―
565
―

６
１
６
１
へ
。

　

火
災
は
、
地
域
の
人
々
が
守

り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
文
化
財

を
一
瞬
の
内
に
な
く
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

火
を
使
う
こ

と
が
多
く
な
る
こ

の
時
期
、
一
人
ひ

と
り
が
地
域
に
伝

わ
る
文
化
財
を
守

り
な
が
ら
、
次
代

へ
伝
え
て
い
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
042

―
567
―
４
８
０
０
ま
で
。

イ
ク
ル
協
力
店
を
利
用

し
、
上
手
に
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
は
必
ず
外
し
て

く
だ
さ
い
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店

は
営
業
時
間
内
で
あ
れ

ば
い
つ
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
買
い
物
へ
行
く

時
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
に

資
源
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
食
品
ト
レ
イ
等
）
を

入
れ
、
買
っ
た
お
店
に

戻
す
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
の
収
集
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
各
店
舗

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
回
収
品
目
以
外
の
も
の
は
、

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

※
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
の
抽

選
日
は
、
１
月
14
日
㈰
で
す
。

▽
期
間　

１
月
15
日
㈪
～
２
月

28
日
㈬

※
閉
庁
日
、休
館
日
等
は
除
く
。

▽
場
所　

ご
み
対
策
課
（
市
役

所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

中
央
・
蔵
敷
・
狭
山
公
民
館
、

市
内
の
郵
便
局
。
回
収
箱
は
設

置
し
ま
せ
ん
の
で
窓
口
へ
直
接

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
28
年
度
回
収
実
績

◦
回
収
量
：
415
キ
ロ
グ
ラ
ム

◦
回
収
枚
数
：
約
15
万
枚

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

▽
排
出
方
法　

月
の
一
回
目
の

缶
・
び
ん
の
収
集
日
に
、
透
明

ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ

て
、
缶
・
び
ん
の
カ
ゴ
の
横
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
排
出
時
の
注
意　

中
身
は
必

ず
使
い
切
り
、
風
通
し
の
良
い

屋
外
で
穴
を
開
け
て
く
だ
さ

い
。
火
災
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
指
定
の
排
出
日
以
外

に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

みんなで一緒に。
ちょこっとサイズのたしかな安心。

交通災害共済
ちょこっと共済に

ご加入ください

リサイクル協力店（平成 30 年 1 月現在）
店名 住所 回収品目

イトーヨーカドー
東大和店 桜が丘 2-142-1

ペットボトル、新聞、雑誌、本（以上
はナナコポイントを付与）、食品トレ
イ、紙パック、アルミ缶、スチール缶、
キャップ

いなげや玉川上水
駅前店 桜が丘 3-44-32 ペットボトル、食品トレイ、紙パック

いなげや東大和店 南街 5-3-1 ペットボトル、食品トレイ、紙パック
エ コ ス TAIRAYA
奈良橋店 奈良橋 3-546-1 ペットボトル、食品トレイ、紙パック、

アルミ缶、スチール缶
オリンピック村山
店 上北台 2-916-8 ペットボトル、食品トレイ、紙パック

カネマントーワ店 清水 3-778 食品トレイ、紙パック
コープみらい上北
台店 立野 2-3-5 ペットボトル、食品トレイ、紙パック、

アルミ缶、キャップ、卵パック
食品の店おおた東
大和店 新堀 2-1490-2 食品トレイ、紙パック、透明食品容器

つるかめランド東
大和店 仲原 3-20-5 ペットボトル、食品トレイ、紙パック

ヤオコー東大和店 立野 3-1344-1 ペットボトル、食品トレイ、紙パック、
アルミ缶、キャップ

やまや東大和店 仲原 4-22-10 ペットボトル、アルミ缶、スチール缶、
キャップ
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市
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

介
護
保
険
運
営

  

協
議
会
委
員
を

      

公
募
し
ま
す

◎
庁
用
車
運
転
業
務
員

▽
応
募
要
件　

昭
和
25
年
４
月

２
日
以
降
の
生
ま
れ
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の

う
ち
週
２
～
３
日
、
午
後
１
時

15
分
～
６
時
15
分

▽
勤
務
内
容　

青
色
回
転
灯
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
運
転
し
て
の

市
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

▽
報
酬　

時
給
一
、二
八
〇
円

◎
事
務
専
門
員

▽
応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
（
文
書

作
成
、
表
計
算
）
が
で
き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
曜
日
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時
、
水
～
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
、
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

▽
勤
務
内
容　

市
民
課
に
お
け

る
窓
口
業
務
等
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
各
種
手

続
き
及
び
案
内
、
電
話
対
応
、

交
付
状
況
管
理
）、
そ
の
他
課

内
事
務
等

▽
報
酬　

時
給
一
、二
八
〇
円

◎
市
税
等
収
納
推
進
員

▽
応
募
要
件　

納
税
に
理
解
と

熱
意
・
関
心
が
あ
り
、
積
極
的

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

３
人

▽
勤
務
時
間　

①
月
～
金
曜
日

の
う
ち
週
４
日
、
１
日
7.5
時
間

②
月
～
土
曜
日
の
う
ち
週
５
日
、

１
日
6.5
時
間
勤
務
が
４
日
、
土

曜
日
は
４
時
間
勤
務
／
①
と
②

　

介
護
保
険
事
業
に
市
民
の
代

表
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、
東
大
和
市
介
護
保
険
運
営

協
議
会
（
委
員
13
人
）
の
う
ち
、

被
保
険
者
委
員
を
４
人
以
内
で

募
集
し
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　

介
護
保
険
に
関
す
る
市
長
の

諮
問
に
対
し
、
年
数
回
の
会
議

で
ご
協
議
い
た
だ
く
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
て
介
護
保
険
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

会
議
に
出
席
し
た
場
合
に
は

報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
応
募
の
条
件　

次
の
全
て
の

条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

◦
任
期
中
に
お
い
て
、
第
１
号

被
保
険
者
（
昭
和
28
年
４
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
ま
た

は
第
２
号
被
保
険
者
（
昭
和
31

の
週
替
わ
り
に
よ
る
勤
務

▽
勤
務
内
容　

市
税
等
の
徴
収

に
係
る
徴
税
吏
員
の
補
助
事
務

▽
報
酬　

時
給
一
、二
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
１
年
間
が
２
人
、
平

成
30
年
６
月
１
日
か
ら
１
年
間

が
１
人

◎
消
費
生
活
相
談
員

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
①
消
費
者
安
全

法
に
規
定
す
る
消
費
生
活
相
談

員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
方
②

消
費
生
活
専
門
相
談
員
（
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
）・
消
費
生
活

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本
消
費

者
協
会
）・
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
日
本
産
業
協
会
）
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

金
曜
日
、
第
２

火
曜
日
、
そ
の
他
必
要
と
認
め

た
日
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
勤
務
内
容　

消
費
生
活
に
係

る
相
談
、
助
言
、
指
導

▽
報
酬　

時
給
一
、六
三
〇
円

◎
保
育
士
（
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
）

▽
応
募
要
件　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
の

う
ち
週
４
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
毎
月
１
回

午
後
７
時
ま
で
の
勤
務
あ
り
）

▽
勤
務
内
容　

一
時
保
育
事
業

に
お
け
る
保
育
業
務
等

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

◎
保
育
士
（
狭
山
保
育
園
）

▽
応
募
要
件　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
勤
務
内
容　

保
育
業
務
等

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

◎
心
理
相
談
員

▽
応
募
要
件　

臨
床
心
理
士
の

資
格
を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の

う
ち
週
３
日
及
び
土
曜
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
勤
務
内
容　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
業
務
、

発
達
障
害
・
虐
待
等
に
関
わ
る

相
談
支
援
、
心
理
検
査
、
巡
回

訪
問
（
保
育
園
等
）
等

▽
報
酬　

時
給
二
、〇
〇
〇
円

◎
保
健
師
（
保
育
課
）

▽
応
募
要
件　

次
の
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
方
①
保
健
師
の

資
格
を
有
す
る
方
②
委
嘱
期
間

を
通
じ
て
職
務
に
従
事
で
き
る

健
康
な
方
で
、
乳
幼
児
親
子
の

支
援
及
び
保
育
施
策
の
推
進
に

熱
意
を
有
す
る
方
③
基
本
的
な

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
程
度
）
の
操
作
が
で
き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の

う
ち
週
４
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

▽
勤
務
内
容　

保
育
・
幼
稚
園

係
の
窓
口
事
務
（
保
育
サ
ー
ビ

ス
情
報
提
供
、
相
談
、
助
言
等
）

▽
報
酬　

時
給
二
、〇
〇
〇
円

◎
保
健
師
（
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
）

▽
応
募
要
件　

保
健
師
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

原
則
、
月
～
金

曜
日
の
う
ち
週
４
日
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

▽
勤
務
内
容　

妊
娠
届
出
時
の

妊
婦
面
談
相
談
、
支
援
プ
ラ
ン

作
成
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
等

▽
報
酬　

時
給
二
、〇
〇
〇
円

◎
児
童
館
業
務
員

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
方
①
保
育

士
、
教
員
（
幼
稚
園
含
む
）、

社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
方
②
大
学
で
社
会

福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、

社
会
学
、
芸
術
学
、
体
育
学
の

い
ず
れ
か
の
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
方

▽
採
用
予
定
人
数　

２
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
の

う
ち
週
30
時
間

▽
勤
務
内
容　

児
童
の
安
全
確

保
、
健
全
育
成
及
び
生
活
指
導

に
関
す
る
業
務

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

◎
学
童
保
育
所
指
導
員

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
方
①
保
育

士
、
教
員
（
幼
稚
園
含
む
）、
社

会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方
②
大
学
で
社
会
福

祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社

会
学
、
芸
術
学
、
体
育
学
の
い

ず
れ
か
の
課
程
を
修
め
て
卒
業

し
た
方
③
児
童
福
祉
施
設
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
２
年
以
上

勤
務
し
た
方

▽
採
用
予
定
人
数　

６
人

▽
勤
務
時
間　

１
年
を
平
均
し

て
１
週
間
（
月
～
土
曜
日
）
に

週
30
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

▽
勤
務
内
容　

児
童
の
安
全
確

保
、
健
全
育
成
及
び
生
活
指
導

に
関
す
る
業
務

▽
報
酬　

月
額
一
九
万
八
〇
〇

円▽
委
嘱
期
間　

平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
１
年
間
が
５
人
、
平

成
30
年
６
月
１
日
か
ら
１
年
間

が
１
人

◎
介
護
認
定
調
査
員

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
方
①
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

方
②
保
健
師
、
看
護
師
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
し
、
資
格
を

取
得
後
、
そ
の
資
格
を
生
か
し

た
実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る

方▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

原
則
、
月
～
金

曜
日
の
う
ち
週
４
日
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

▽
勤
務
内
容　

被
保
険
者
へ
の

訪
問
、
要
介
護
認
定
等
に
必
要

な
調
査
と
そ
の
結
果
の
提
出

▽
報
酬　

時
給
一
、六
九
〇
円

◎
図
書
館
業
務
員

▽
応
募
要
件　

司
書
の
資
格
、

司
書
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

３
人

▽
勤
務
時
間　

週
４
日
、
午
前

８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
勤
務
内
容　

カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
、
資
料
整
理
等

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
１
年
間
が
１
人
、
平

成
30
年
５
月
１
日
か
ら
１
年
間

が
１
人
、
平
成
30
年
６
月
１
日

か
ら
１
年
間
が
１
人

【
共
通
事
項
】

▽
委
嘱
期
間　

記
載
の
な
い
職

種
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間

▽
募
集
要
項
の
配
布　

２
月
１

日
㈭
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
間
、
職
員
課
で
配

布
し
ま
す
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
選
考
日
時
・
内
容　

２
月
３

日
㈯
午
前
９
時
か
ら
／
論
文
試

験
、
面
接
試
験
／
事
務
専
門
員

は
事
務
適
性
検
査
も
実
施

▽
応
募
受
付　

１
月
31
日
㈬
、

２
月
１
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
の
間
、
職
員
課
で

受
け
付
け
ま
す
。
応
募
の
際
は
、

原
則
と
し
て
本
人
が
お
越
し
く

だ
さ
い
。
代
理
に
よ
る
提
出
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類　

市
規
定
の
履
歴

書
、
受
験
票
、
資
格
証
等
の
写
し

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線

１
３
３
１
ま
で
。

年
４
月
２
日
～
昭
和
53
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方

◦
介
護
保
険
に
つ
い
て
基
本
的

な
知
識
を
有
す
る
方
で
、
市
民

の
立
場
か
ら
経
験
等
に
基
づ
い

た
問
題
意
識
を
有
し
、
建
設
的

な
意
見
が
で
き
る
方

◦
会
議
（
原
則
、
平
日
の
夜
間

に
開
催
）
に
出
席
で
き
る
方

▽
募
集
期
間　

２
月
１
日
㈭
～

15
日
㈭
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

※
土
・
日
曜
日
、２
月
12
日
（
振

替
休
日
）
は
除
く
。

▽
提
出
書
類　

申
込
書
、
作
文

（
テ
ー
マ
「
介
護
保
険
運
営
協

議
会
委
員
へ
の
応
募
の
動
機
」。

八
〇
〇
～
一
、二
〇
〇
字
程
度
）

※
申
込
書
等
は
高
齢
介
護
課
に

あ
り
ま
す
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

▽
申
込
み　

本
人
が
直
接
、
高

齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
ま

で
提
出
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
６
ま
で
。

東大和市・私立保育園園長会主催

保育園のおしごと面接会
市では、「日本一子育てしやすいまち」を目指し、私立保育園を
支援しています。東大和市内の保育園で働いてみませんか。
この面接会には、東大和市内私立認可保育園 15 園が参加し、人
事担当者と直接お話ができます。

1 月 27 日 土  午後 1 時 30 分～ 4 時（午後 1 時より受付）

BIGBOX 東大和 1 階　ななかまど奥 面接会場
東大和市桜が丘 1-1330-19 西武拝島線東大和市駅徒歩 1 分

対象　保育士、保育補助者（保育士資格のない方）、
　　　看護師
※�資格取得を目指している方、ブランクのある方、未経験の方も

お待ちしています。履歴書、職務経歴書、資格証（写）、ハロー
ワークの紹介状（お持ちの方のみ）をお持ちください。服装自
由・入退場自由・参加費無料です。

問合せ　保育課・内線 1751 まで

生態系に配慮した緑化のための講習会 日時　1月29日㈪午後 2 時～ 4 時 45 分／場所　三多摩労働会館／定員　70 人（申込順）／参加費　無料／申込方法　
東京都環境局のホームページからお申し込みください／問合せ　東京都環境局自然環境部計画課☎ 03-5388-3548 へ



東やまと市報
市役所☎042-563-2111（代） 東やまと市報 2 0 1 8・1・15 10

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
／
２
月
７
日
㈬
午
前

10
時
～
正
午
（
事
前
予
約
制
）

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―

５
２
１
１
ま
で
。

■
環
境
保
全
審
議
会

　

２
月
２
日
㈮
午
後
２
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
５

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５

人
（
当
日
先
着
順
）
／
環
境
課
・

内
線
１
２
７
４
ま
で
。

■
図
書
館
協
議
会

　

２
月
15
日
㈭
午
後
３
時
か
ら

／
場
所　

中
央
図
書
館
／
傍
聴

者
の
定
員　

10
人
（
当
日
先
着

順
）
／
中
央
図
書
館
☎
042
―
564

―
２
４
５
４
ま
で
。

■
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　

２
月
21
日
㈬
午
後
１
時
30
分

か
ら
／
場
所　

東
大
和
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
／

傍
聴
者
の
定
員　

10
人
（
当
日

先
着
順
）
／
手
話
通
訳
を
ご
希

望
の
方
は
１
月
26
日
㈮
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
障
害
福
祉

課
・
内
線
１
１
２
３
、
フ
ァ
ク

ス
042
―
563
―
５
９
２
８
ま
で
。

■
中
央
図
書
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

更
新
工
事

　

中
央
図
書
館
で
は
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
用
で
き
ず
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児
／

２
月
１
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
２
月
１
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
１
月
16
日
㈫
か
ら
受
付
開

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作

り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の

み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は

だ
っ
こ
ひ
も

■
幼
児
食
講
習
会

　

１
歳
６
か
月
～
３
歳
の
幼
児

の
保
護
者
／
２
月
８
日
㈭
午
前

９
時
30
分
～
正
午
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申

込
順
。
１
月
16
日
㈫
か
ら
受
付

開
始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
保
育
室
有
り
（
15
人
。

情 報
マップ

申
込
順
）
／
食
育
講
話
、
調
理

実
習
、試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具■
食
育
推
進
事
業
「
子
ど
も
と

楽
し
め
る
！
ヘ
ル
シ
ー
バ
レ
ン

タ
イ
ン
レ
シ
ピ
」

　

も
う
す
ぐ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
！

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る

美
味
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
バ
レ

ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
を
、
楽
し

く
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

／
２
月
７
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
20
人（
申
込
順
）

／
保
育
室
有
り
（
２
歳
以
上
～

就
学
前
ま
で
10
人
。
申
込
順
）

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
育
児
相
談
会
（
イ
ル
カ
グ

ル
ー
プ
）

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

35
歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
）
／
１

月
24
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
男
性
の
料
理
教
室
「
缶
詰
め

を
使
っ
た
料
理
」

　

缶
詰
め
は
、
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
る
ス
ト
ッ
ク
食
材
で
、
災

害
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。
今
回

は
缶
詰
め
に
ひ
と
手
間
加
え
た

簡
単
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
概
ね
65
歳
未
満

の
男
性
（
初
心
者
歓
迎
）
／
２

月
14
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
20
人（
申
込
順
）

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
い
き
い
き
ヘ
ル
シ
ー
教
室

　
「
冬
の
筋
肉
ア
ッ
プ
大
作
戦
～

若
さ
の
秘
訣
は
筋
肉
で
す
～
」

　

体
脂
肪
・
筋
肉
量
測
定
が
あ

り
ま
す
。
寒
い
冬
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
や
室
内
運

動
、
筋
肉
を
ア
ッ
プ
す
る
食
事

の
と
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

原
則
65
歳
未
満
の
方
／
日

時
・
内
容
等　

左
表
の
と
お
り

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
20
人
（
申
込
順
）

■
寒
い
冬
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

の
り
き
ろ
う

　

寒
い
冬
は
、
室
内
に
こ
も
り

が
ち
で
す
が
、
身
体
を
動
か
す

こ
と
は
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
、
市
内

巡
り
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
つ
い
で

に
健
康
遊
具
で
若
返
り
コ
ー
ス

約
５
㎞
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

１
月
25
日
㈭
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
〔
雨
天
の
場
合
は

29
日
㈪
（
予
備
日
31
日
㈬
）〕

／
集
合
場
所　

上
仲
原
公
園
東

側
入
口
前
に
午
前
９
時
15
分
集

合
／
20
人
（
申
込
順
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
期
間　

２

月
５
日
㈪
～
28
日
㈬
（
予
定
）

／
中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―

２
４
５
４
ま
で
。

■
き
ら
め
き
友
好
ア
ー
ト
展

　

２
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
４
時
30
分
／
場
所　

郷
土
博
物
館
／
展
示
作
品　

市

内
の
中
学
生
と
友
好
都
市
喜
多

方
市
の
中
学
生
の
美
術
作
品
／

教
育
指
導
課
・
内
線
１
５
３
５

ま
で
。

■
な
ら
は
し
児
童
館
料
理
教
室

「
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」

対
象　

小
学
２
年
生
以
上
／
２

月
７
日
㈬
午
後
３
時
～
４
時

45
分
／
定
員　

15
人
／
参
加

費　

80
円
／
申
込
期
間　

１
月

17
日
㈬
～
26
日
㈮
（
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）
／

な
ら
は
し
児
童
館
☎
042
―
562
―

３
６
０
０
ま
で
。

■
郷
土
誌
フ
ェ
ア
開
催
の
お
知

ら
せ

　

多
摩
地
域
の
歴
史･

く
ら
し

･

自
然
に
関
す
る
図
書
・
絵
地

図
な
ど
を
、
一
堂
に
集
め
て
展

示
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

１
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
21
日
は
午

後
３
時
ま
で
）
／
場
所　

立
川

市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
郷
土
博
物

館
☎
042
―
567
―
４
８
０
０
ま
で
。

■
平
成
29
年
度
住
宅
・
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
金
制
度
の

ご
案
内

　

市
民
の
方
が
、
所
有
す
る
住

宅
ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し

た
場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
以
降
に
、
同
一

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の
補

助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成
26
年
度
以
前
に
同
一
住

宅
・
店
舗
に
つ
い
て
、
こ
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗　

住

宅
は
、
市
内
に
所
有
す
る
自
己

居
住
用
の
住
宅
。
店
舗
は
、
市

内
に
あ
る
自
己
営
業
用
の
小
売

店
舗
等
で
、
風
俗
営
業
法
の
規

制
を
受
け
な
い
も
の
。
自
己
営

業
用
の
店
舗
を
賃
借
し
て
い
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
／
対

象
と
な
る
工
事　

工
事
金
額
が

消
費
税
額
を
除
き
15
万
円
以
上

で
、
市
内
の
建
設
業
者
に
よ
り

行
う
増
改
築
工
事
。
ま
た
、
交

付
決
定
以
降
に
着
工
し
、
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と
（
申
請
前

に
着
工
し
た
工
事
は
、
補
助
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）
／
補
助
金

額　

工
事
金
額
の
５
％
以
内
で
、

10
万
円
を
最
高
限
度
と
し
ま
す
。

※
本
年
度
の
予
算
も
残
り
僅
か

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
申
請
を

ご
検
討
の
方
は
、
お
早
め
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
産
業
振
興
課
（
市
役

所
１
階
）
に
て
配
布
／
産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

■
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

の
指
定
申
請
の
受
付

　

市
で
は
、
平
成
30
・
31
年
度

に
発
注
す
る
学
校
給
食
用
の
食

材
納
入
業
者
の
指
定
申
請
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
指
定
を
受
け
な
い
業
者

は
入
札
等
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

業
者
は
、
必
ず
指
定
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

納
入
物
資　

肉
、
魚
、
野
菜
等

の
学
校
給
食
に
必
要
な
食
材
／

納
入
先　

東
大
和
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
／
受
付
期
間　

１
月

15
日
㈪
～
31
日
㈬
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
／
受
付

場
所　

東
大
和
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
／
申
請
書
類
の
配
布　

１
月
15
日
㈪
か
ら
東
大
和
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
東
大
和
市

商
工
会
館
で
行
い
ま
す
／
給
食

課
☎
042
―
564
―
１
２
８
２
ま

で
。

■
第
10
回
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

　

展
示
さ
れ
る
作
品
は
、
第
10

回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た

31
点
の
作
品
で
す
。
多
摩
モ
ノ

レ
ー
ル
沿
線
の
街
並
み
や
自
然

な
ど
、
美
し
い
風
景
を
見
事
に

捉
え
た
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か

り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　

１
月
29
日
㈪
～
２

月
９
日
㈮
／
場
所　

市
役
所
１

階
入
口
ホ
ー
ル
／
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
㈱
総
務
部
事
業
課
☎

042
―
526
―
７
８
０
０
（
平
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
）へ
。

■
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
Ｂ

ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス

ト
）
は
女
性
を
対
象
に
創
業
塾　

週
末
編
を
開
催
し
ま
す

　

起
業
を
考
え
て
い
る
け
れ

ど
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
方
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
い
ろ
は
を
優
し
く
、
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
し
っ
か
り
学

ん
で
い
た
だ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
内
容
で
す
。

開
催
日　

２
月
３
日
㈯
・
10
日

㈯
・
17
日
㈯
・
24
日
㈯
、
３
月

３
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
全
日
程
参
加
を
前
提
）
／
場

所　

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

東
大
和
寮
／
定
員　

30
人
／
参

加
費　

三
，
〇
〇
〇
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
／
申
込
み
方
法
や
セ

ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
「
中
小
機
構

ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
Ｂ
ｕ
ｓ

ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）

担
当
☎
042
―
565
―
１
１
９
５

へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
～
あ
ん
し

ん
東
大
和
「
親
族
後
見
人
等
研

修
会
お
よ
び
座
談
会
」

　

市
内
で
親
族
の
後
見
人
等
と

し
て
活
動
し
て
い
る
方
、
活
動

予
定
の
方
を
対
象
に
研
修
会
お

よ
び
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

後
見
業
務
を
行
う
上
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

２
月
26
日
㈪
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
／
場
所　

社
会
福

祉
協
議
会
／
内
容　
「
心
配
ご

無
用
！
家
庭
裁
判
所
へ
の
報

告
（
定
期
報
告
書
の
書
き
方
な

ど
）」
／
講
師
・
座
談
会
ア
ド

バ
イ
ザ
ー　

中
西
紀
子
氏
（
弁

護
士
）
／
申
込
み　

２
月
19
日

㈪
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
あ

ん
し
ん
東
大
和
☎
042
―
590
―

０
０
１
８
（
手
話
通
訳
希
望

の
方
は
フ
ァ
ク
ス
042
―
564
―

３
６
８
０
）
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

働
く
会
員
を
募
集

　

仕
事
は
、
除
草
・
清
掃
、
植

木
せ
ん
定
、
家
庭
内
清
掃
、
施

設
管
理
、自
転
車
等
駐
輪
指
導
、

事
務
、
営
業
、
品
出
し
、
接
客
、

運
転
、
製
造
、
調
理
補
助
、
保

育
補
助
な
ど
で
す
。
市
内
に
居

住
す
る
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
理
解

し
、
賛
同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明
会

（
事
前
申
込
制
）
に
参
加
し
、

会
員
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー	

☎
042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

保

健

お
知
ら
せ

日時 内容・講師 持ち物

2月8日㈭
午後1時30分～4時

運動実技（健康運動指導士）
保健に関する講話（保健師）
体成分分析装置 INBODY 測定

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、タ
オル、飲み物、動き
やすい服装

2月15日㈭
午前9時30分～

午後0時30分

栄養に関する講話・調理実習
（栄養士）

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、エ
プロン、三角巾

食品は食べ切れる量を購入し、食べ残しを減らしましょう！ まだ食べられるのに廃棄される食品（食品ロス）が国内で年間 600 万トン以上
発生。食品ロスを削減し、可燃ごみの減量を！／ごみ対策課・内線 1241 まで
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コ
ー
ス
（
２
月
９
日
㈮
午
後
）：

立
川
防
災
館
→
マ
ン
シ
ョ
ン
（
多

摩
市
）
／
各
コ
ー
ス
20
人
（
申
込

順
）
／
詳
細
は
、
東
京
都
耐
震

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
申
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
045
―
661
―
１
４
１
５
、
フ
ァ
ク

ス
045
―
661
―
０
６
０
４
、
メ
ー
ル　

taishin2018@
y-offside.co.jp

／

問
東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建

築
部
建
築
企
画
課
03
―
５
３
８
８

―
３
３
３
９

□
湖
南
衛
生
組
合
・
競
争
入
札
参

加
資
格
登
録
申
請
の
受
付

　

平
成
30
・
31
・
32
年
度
に
物
品

の
買
い
入
れ
等
で
衛
生
組
合
と

契
約
を
希
望
さ
れ
る
方
の
、
入
札

参
加
資
格
登
録
の
申
請
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
／
受
付
日

時　

２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）
／
受
付
場
所　

湖

南
衛
生
組
合
／
申
請
用
紙
の
配
布　

湖
南
衛
生
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
／
問
同
組
合
042
―
561
―

１
５
５
１

□
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
有
期

契
約
で
働
く
方
に
、
無
期
契
約
へ

の
転
換
申
込
権
が
発
生
し
ま
す

　

１
年
更
新
な
ど
の
労
働
契
約

（
有
期
契
約
）
で
あ
っ
て
も
、
契

約
が
５
年
を
超
え
て
反
復
更
新
さ

□
読
書
会
（
東
大
和
子
ど
も
の
本

を
読
む
会
）
／
子
ど
も
～
一
般
／

１
月
20
日
㈯
午
前
10
時
15
分
～
正

午
／
場
中
央
図
書
館
／
「
チ
ー

ム
ふ
た
り
」（
吉
野
万
理
子
）
／

費
100
円
／
問
小
原
042
―
561
―

９
０
５
４

□
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
、
経
験
者
他
／
１
月

21
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
45
分
／

場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

／
10
人
／
介
護
の
話
や
情
報
交
換

を
し
ま
し
ょ
う
。
認
知
症
の
家
族

同
伴
可
（
事
前
予
約
）
／
費
100
円

／
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
042
―
565
―
９
７
７
８

□
第
５
回
作
品
展
「
私
の
ほ
っ
こ

り
」（
全
日
本
年
金
者
組
合
東
大

和
支
部
）
／
１
月
23
日
㈫
～
28
日

㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
28
日

は
午
前
10
時
～
午
後
２
時
ま
で
）

／
場
郷
土
博
物
館
／
写
真
・
絵
画
・

書
・
手
芸
品
・
編
み
物
・
水
墨
画

等
／
問
井
上
042
―
561
―
４
８
５
４

□
第
５
回
介
護
相
談
会
だ
ん
ら

ん
（
社
会
福
祉
法
人
向
会
）
／
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す

／
１
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
／
場
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
向
台
食
堂
／
「
お
薬
の
は

な
し
」
～
飲
み
方
・
使
い
方
～
／

申
込
不
要
／
問
向
台
老
人
ホ
ー
ム

（
尾
崎
）
042
―
562
―
６
７
８
７

□
ト
ト
ロ
の
森
40
号
地
を
見
に
行

く
＆
森
の
ゴ
ミ
拾
い
（
ト
ト
ロ
の

ふ
る
さ
と
基
金
）
／
市
民
／
２
月

４
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
／
場

ト
ト
ロ
の
森
40
号
地
及
び
そ
の
周

辺
道
路
／
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
ト
ト
ロ

の
森
を
き
れ
い
に
し
よ
う
／
持

帽
子
、
厚
手
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
／
申
２
月
３

日
ま
で
に
花
澤
04
―
２
９
４
７
―

６
０
４
７
へ

□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま
め

の
会
）
／
市
民
。
お
子
さ
ん
連
れ

可
／
２
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
４
時
／
場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め
／
10
人
（
申
込
順
）
／

介
護
予
防
の
集
ま
り
。
チ
ャ
タ
ー

ズ
の
腹
話
術
／
費
300
円
／
申
２
月

17
日
ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め
042
―
565
―
９
７
７
８
へ

□
み
な
み
こ
う
え
ん
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
＆

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

（
東
大
和
南
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）
／
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
が
で
き
ま
す
／

１
月
28
日
㈰
（
雨
天
中
止
）
午
後

０
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
は

３
時
ま
で
）
／
場
東
大
和
南
公
園

運
動
広
場
／
ブ
ラ
イ
ン
ド
マ
ラ
ソ

ン
、
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
他
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
／
当
日

直
接
会
場
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

／
持
飲
み
物
／
運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
で
参
加
／
問
東
大
和
南
公

園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
042
―
562
―

１
４
９
８

□
千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校

通
信
教
育
課
程
生
徒
募
集

　

都
内
在
住
・
在
勤
で
、
①
尋
常

小
学
校
か
国
民
学
校
初
等
科
を

修
了
し
た
が
高
等
学
校
の
入
学
資

格
の
な
い
方　

②
現
行
制
度
で
の

義
務
教
育
未
修
了
で
学
齢
相
当
年

齢
を
超
過
し
た
方
で
①
に
準
ず
る

方
／
選
考
日
時　

２
月
11
日
㈰
午

前
10
時
か
ら
／
40
人
／
申
込
方
法　

２
月
５
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

願
書
を
郵
送
（
〒　
　

千
代
田
区

一
ツ
橋
２
―
６
―
14
）
ま
た
は
直

接
提
出
／
問
同
校
03
―
３
２
６
５

―
５
９
６
１

□
１
月
15
日
～
２
月
９
日
に
東
京

都
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

ま
す

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
巨

大
地
震
か
ら
私
た
ち
の
命
を
守
る

た
め
、
建
築
物
の
耐
震
化
に
向
け

た
具
体
的
な
対
策
を
進
め
ま
し
ょ

う
／
①
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
首
都

直
下
地
震
へ
の
備
え
」
１
月
16
日

㈫
午
後
１
時
～
４
時
30
分
／
場

都
庁
都
議
会
議
事
堂
１
階
都
民

ホ
ー
ル
／
250
人
（
要
予
約
）　

②

建
物
の
耐
震
改
修
工
法
等
の
展
示

会
／
１
月
21
日
㈰
～
23
日
㈫
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
23
日
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）
／
場
新
宿

駅
西
口
広
場　

③
耐
震
化
個
別
相

談
会
／
１
月
16
日
㈫
午
後
２
時
30

分
～
５
時
／
場
都
庁
都
議
会
議

事
堂
１
階
都
政
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
30

組
（
予
約
優
先
）
④
防
災
体
験
・

耐
震
改
修
バ
ス
ツ
ア
ー　

Ａ
コ
ー

ス
（
２
月
２
日
㈮
午
後
）：
清
水

建
設
技
術
研
究
所
→
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
（
港
区
）、
Ｂ
コ
ー
ス
（
２

月
３
日
㈯
午
後
）：
本
所
防
災
館

→
マ
ン
シ
ョ
ン
（
大
田
区
）、
Ｃ

101-
0003

※
凡
例　

場
場
所
、講
講
師
、費
費	

用（
記
載
な
し
は
無
料
）、入
入

会
金
、
月
月
会
費
、
年
年
会
費
、	

持
持
ち
物
、問
問
合
せ
、申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記

事
の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

〈
一
般
書
〉

◦
弁
護
士
っ
て　

お
も
し
ろ
い
！

　
　
　
　
　

 

石
田 

武
臣
・

寺
町 

東
子 

共
編
著

◦
母
親
の
孤
独
か
ら
回
復
す
る

村
上 

靖
彦 

著

◦
昭
和
と
歌
謡
曲
と
日
本
人

阿
久 

悠 

著

◦
大
佛
次
郎

福
島 

行
一 

著

〈
児
童
書
〉

◦
60
秒
の
き
せ
き

　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
マ
ン
，

レ
ズ
リ
ア 

文

◦
咸
臨
丸
に
か
け
た
夢

鳴
海 

風 

作

◦
図
書
館
に
い
た
ユ
ニ
コ
ー
ン

　
　
　
　

モ
ー
パ
ー
ゴ
，

マ
イ
ケ
ル 

作

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま

す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の

届
出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線　

１
０
４
１
ま
で
。

◎
市
税・国
民
健
康
保
険
税

土
曜
収
納
窓
口

≪今月の納期≫
納期限　１月 31 日㈬

◦市・都民税	 第４期
◦国民健康保険税	 第７期
◦介護保険料	 第７期
　お問合せは、高齢介護課・内線1136まで
◦後期高齢者医療保険料	 第７期
　お問合せは、保険年金課・内線1026まで

がんは予防できる

　我が国の死亡原因の第１位はガンです。
高齢者の男性は２人に１人が、女性は３人
に１人ががんになると言われています。
　がんの発生には環境要因、特に生活習慣
が強く関係しています。
　がんの予防法とはどのようなものでしょ
う。

（1）タバコは吸わない。他人のタバコの
煙をできるだけ避けることも大切です。日
本人のがんの 20％～ 27％はタバコを吸わ
なければ予防可能です。

（2）アルコールは１日あたり 23 ｇまでと
する（日本酒１合、ビール大びん１本、ウ
イスキーダブル１杯、ワイン１／３ボトル
程度）。節度ある飲酒をして、飲まない人
に酒は勧めません。

（3）バランスのよい食事を心掛ける。食
塩は１日 10 ｇまで。野菜果物は１日 400
ｇ以上摂取する。不足すると胃や食道がん
になり易くなります。また、加工肉や赤肉

（牛・豚・羊）は１週間 500 ｇまで。大腸
がんのリスクがあります。鶏肉・魚は含ま
れません。

（4）毎日 60 分の散歩など体を動かす。運
動により大腸がん・乳がん・子宮がんを少
なくすると言われています。

（5）肥満を避け、糖尿病にならないよう
にする。大腸・乳・子宮・腎臓・肝臓・
膵
すいぞう

臓がんの危険因子です。
（6）感染症の有無を確認する。感染症に
よるがん発症例は次のものです。Ｂ型・Ｃ
型肝炎ウイルス：肝臓がん、ヘリコバクター
ピロリ菌：胃がん、ヒトパピローマウイル
ス：子宮頸がん、成人Ｔ細胞白血病ウイル
ス：白血病
　がんは生活習慣に深くかかわっていま
す。タバコを避け、バランスのよい食事を
摂りながら適度の運動をしましょう。
　さらに、健康診断を受けて肥満・糖尿病・
感染症の有無を知りましょう。リスク要因
を持っていることがわかったら医師への相
談が必要です。がんの予防は治療にまさり
ます。

公益社団法人東大和市医師会

医師会コーナー

れ
た
場
合
に
は
、
働
く
方
の
申
し

出
に
よ
り
無
期
契
約
に
転
換
で
き

ま
す
（
無
期
転
換
ル
ー
ル
）。
平

成
30
年
４
月
以
降
、
有
期
契
約
で

働
く
多
く
の
方
に
無
期
契
約
へ
の

転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
企
業
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
社
内
規

定
の
整
備
な
ど
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
定
年
後
継
続
雇
用
の
高

齢
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
労
働
局

長
の
認
定
を
受
け
た
場
合
は
無
期

契
約
へ
の
転
換
申
込
み
権
が
発
生

し
な
い
と
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
認
定
を
希
望
す

る
場
合
は
、
で
き
る
限
り
お
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
／
問
東

京
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部
指

導
課
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
03

―
３
５
１
２
―
１
６
０
８

市税・国民健康保険税はコンビ二エンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで
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チケット発売中の自主事業

●天童よしみコンサート
　２月10日㈯①午前11時 30
分開演②午後３時 30 分開演
／大ホール　全席指定／一般　
4,800円、友の会 4,500円
※未就学児入場不可。
●東大和市民合唱団「第九を
歌う会」第 18 回演奏会
　２月25日㈰午後２時開演／
大ホール　自由席／3,000円
●祝！22 歳ポカスカジャンと
ホフディランの合同おめでた
LIVE in ハミングホール
　３月24日㈯午後５時開演／小
ホール　全席自由／一般 3,200
円、子ども1,500円（３歳以上中
学生以下）、友の会2,500円

●三遊亭好楽・三遊亭小遊三 
二人会
　３月16日㈮午後２時開演
／大ホール　全席指定／一般　　
3,200円、友の会 3,000円
※未就学児入場不可。
●地元マイスター講座 漢字オ
モチャであそんでまなぼう！
　２月17日㈯午前11時から／
会議室２／就学前のお子様向
け（はさみが使えれば受講可
能です）／受講料（材料費込）
1,000円／募集人数 20 組（大
人と子ども１組で）／窓口また
は往復はがきでお申し込みくだ
さい。２月10日㈯必着
●ピアノのひみつ大公開！　
調律師さんの仕事をのぞいて
みよう【ミニ調律体験つき】
　２月18日㈰午後１時～３時
30分／リハーサル室／ピアノ
に興味のある方どなたでも（未
就学児不可、小学生は保護者
1名の付き添い可）／受講料
1,000 円／募集人数 30 人（保
護者付き添いの場合は２人１
組で１名とします。）窓口また

は往復はがきでお申し込みく
ださい／２月10日㈯必着／講
師　四反田浩明（調律師）
　［往復はがき申込方法］
　往復はがきの往信欄に、①
講座名　②住所　③氏名（ふ
りがな）④年齢（学年）⑤性
別　⑥電話番号、返信欄の
宛先に住所を記入し（〒207-
0013 東大和市向原 6-1）に郵
送してください。
※必要事項の記入漏れは無効。

ロビーコンサート

●第 203 回ロビーコンサート
睦月「新春のワルツ」
　１月 24日㈬正午開演／入
場無料
２月の施設利用の申込み

市民を対象とした調整会議
は、２月１日㈭午後１時 30分
から行います。

 東大和市民会館
 ハミングホール
窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時

☎ 042-590-4414

■
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
に

つ
い
て

　

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を

前
払
い
す
る
と
割
引
の
あ
る

「
前
納
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
「
前
納
」
さ
れ

る
と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「
前
納
」

よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お
得
で

す
。
口
座
振
替
に
よ
る
６
か
月

前
納
（
４
～
９
月
分
）、
一
年

及
び
二
年
前
納
の
お
申
し
込
み

期
限
は
平
成
30
年
２
月
末
で
す

（
４
月
末
に
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
）。

　
「
前
納
」
に
つ
い
て
の
詳
し

い
ご
相
談
は
、
立
川
年
金
事
務

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付

猶
予
制
度

　

学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
及
び
、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。ま
た
夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の

方
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
で
な
い
50
歳
未

満
の
方
に
は
、
本
人
及
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
に
よ
っ
て
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行

わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

を
増
や
す
た
め
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
を

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ

て
の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ

れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
加
入
記
録
や
保

険
料
の
納
付
状
況
な
ど
が
こ
の

番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す

る
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
険
し
て

く
だ
さ
い
。

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
―
523
―
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

広
　
告

　
国
民
年
金

　
　
　
だ
よ
り

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
TEL	042-528-1611（代）へ

市民記者
レポート
共働き世帯の増加～ボランティア～
　最近、ボランティア活動について考えることがあ
ります。
　ボランティア活動というと、自治会行事（地域の
お祭り行事など）、福祉関係の行事、PTA活動な
ど様々ありますが、どの会も担い手をどうしたらよ
いかと苦慮されています。そのため、役員さんを選
ぶ際、立候補や推薦が難しい場合には、話し合い
の末にクジ引きや輪番制の導入などが行われていま
す。そして、選ばれた役員さんを中心にそれぞれの
活動が始まります。そうした方々のおかげで、楽し
い行事に参加でき、子供達の思い出作りや地域の
よりよい環境づくり、貴重なコミュニティの場の維
持などが実現できていると思います。
　ありがたいと思う気持ちと、このままでよいのか
と考えてしまうことがあります。年の離れた子供が
いる我が家では様々な年代の友人と交流する機会
が多く、ボランティア活動に対する世代間の考えが
大きく変わってきているように感じることがありま
す。
　昨年の男女共同参画白書によると、平成12年頃
から共働き世帯数が働いている夫（妻）と専業（家事・
育児・介護などを含む）主婦（夫）からなる世帯
数を逆転し、現在では２倍近くが共働き世帯となっ
ています。
　以前と異なり、共働きというライフスタイルが主
流になっている今、様々な方の意見や視点から、こ
れからのボランティア活動について考えていく必要
があるのではないでしょうか。
　すべてのボランティア活動は、本来、自分も周囲
もホットな気持ちになる活動だと思います。　　
　一人ひとりが意見を出し合って、今のライフスタ
イルにあった形とし、気楽に参加でき、大変でも参
加してよかったと思える活動にしていくことが、ボ
ランティア活動を広めるために大切なことだと思い
ます。

（市民記者　黒澤美香）

献血にご協力ください

▷日時　1月 30 日（火）午前 10 時～正午及び
	 午後 1時 15 分～ 4 時
▷場所　市役所会議棟前
▷献血種類　200ml または 400ml 採血
※ �200ml は、当日の必要量が確保できた際には、受付を

終了する場合があります。
▷問合せ　市立保健センター☎ 042-565-5211まで。

施設名 申込対象月
大・小ホール 平成31年2月
その他施設 平成30年8月

古紙含有率70％再生紙を使用しています


